
平成29年 9月 26日

台風5号に関する対応

8月 7日

時間 内容

7:07 <強風注意報>

7:07 <洪水注意報>

7:07 <大雨注意報>

15:20 <大雨暴風警報>

15:20 副市長から市の幹部召集の指示。

16:30 副市長及び各課長により、台風5号接近に関する対応を検討。

17:10

市幹部による検討の結果、対応方針を以下のとおり決定。
①第1警戒体制で対応。
②広報を実施し、自主避難の希望者があれば、該当避難所を開設。
③避難所開設の職員は8:30と 20:30を 交代時間とし、者F合の悪い職員は交代要
員を確保することとするが、やむ得ない場合は総務課で対応。

17:20
高富地区の2名 が自主避難(18時過ぎの避難)を希望)を希望していたため(電

話は16:20)、 18時に高富公民館を自主避難所として開設する旨、連絡。

17:30

広報無線 (屋外、個別受信機)により、注意喚起及び避難所に関する情報を伝
達。
「こちらは広報山県です。山県市災害警戒本部からお知らせします。台風5号の影
響で、今後、雨、風が強くなり、低地の浸水、土砂災害の発生の恐れがありますの
で、十分注意してください。また、自主避難所の開設を希望される方は、市役所総
務課22-6820まで連絡お願いします。」

17:38

市長へ以下の対応状況を報告(メール)

①本部は第一警戒体制とし、総務課課長以下5名 に加え、柴田理事と産業課、建
設課、まちづくり企業支援課の各課長と警報当番が待機。
②自主避難所は、防災無線により希望者に市役所への連絡をお願いし、該当避
難所のみ開設。
③既に市民2名 から避難の要望があったため、18時に高富公民館を開設予定。
④災害対策本部の設置に直ちに対応できるよう各課長は自宅待機。

17:39 市長より、対応状況の了解と今後の指示に関する電話連絡。

17:40
高富公民館の自主避難所開設準備完了の旨、高富地区の自主避難希望者 (2

名)に連絡する。



18:04 避難所の開設準備の完了、避難希望者へ連絡を行つた旨を市長へ連絡。

18:05

広報無線 (屋外、個別受信機)により、注意喚起及び避難所に関する情報を伝
達。
「こちらは広報山県です山県市災害警戒本部からお知らせします台風5号の影響
で、今後、雨、風が強くなり、低地の浸水、土砂災害の発生の恐れがありますの
で、十分注意してください。また、自主避難所の開設を希望される方は、市役所総
務課22-6820ま で連絡お願いします。」

18:30 高富地区の自主避難希望者2名 、高富公民館へ避難完了。

19:00
避難所交代職員に勤務時間の確認連絡を実施。(20:30から翌日8:30ま での避

難所開設職員へ )

20:30 避難所職員交代完了。

21:12 <大雨暴風警報 (土砂災害・浸水害)>



8月 8日

時間 内容

0:10 県道美山洞戸線 雨量規制で通行止め。

0:39 <大雨洪水暴風警報(土砂災害)>

1:16 <大雨洪水暴風警報 (土砂災害口浸水害)>

1:30 神埼高富線 雨量規制で通行止め。

2:13 岐阜土木から 武儀川の水位1.5m水防団待機水位到達の連絡。

2:50 岐阜土木から 伊自良川の水位1.3m水防団待機水位到達の連絡。

3:10 <大雨洪水警報 (土砂災害)>

3110 <暴風警報解除>

4:25 高富公民館自主避難所、避難者2名 帰宅のため閉鎖。

4:35 山県警察署に高富公民館自主避難所の開鎖を連絡。

5:09 <大雨警報 (土砂災害)>

5:09 <洪水警報解除>

6:40

市長へ被害状況を報告<8/806:OO現在>
①市の体制(第 1警戒体制を継続 人員は15名 )

②これまでの警報の状況(現在は05:09の大雨警報(土砂災害))

③各地域の総雨量(降り始めからの総雨量)

葛原塩後 (21lmm)、 伊自良長滝(174mm)他
④道路の規制
県道美山洞戸線(12:10通行止)、 県道神埼高富線(1:30通行止)他

⑤河川の状況
武儀川(2:13)、 伊自良川(2:50)が水防団待機水位に到達 他

⑥避難所の開設状況
高富公民階に市民2名 が避難(4:25帰宅 4:35避難所閉鎖)

⑦土砂災害
土砂災害警戒情報の発令なし

8:09 <大雨注意報>

8:09 <大雨警報解除>

8:30 第1警戒体制の解散

9:10 佐賀地内道路の倒木に関する情報を確認 (建設課対応 )

11:33 <大雨注意報解除>


